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１．はじめに 

国際海洋データ・情報交換システム

（IODE）決議に基づく品質管理フレーム

ワーク(IODE-QMF)とは、2013 年の第 22

回会合で採択された枠組みであり、各国

国立海洋データセンター（NODCs）が品質

管理マネジメント枠組み（QMF）を導入す

ることにより、データ品質の向上及びデ

ータのセキュアアーカイブを可能にする

ことを目的としている。筆者（永井）は

日本の国立データセンターを代表して、

2015年 12月に IODEの開催する QMFのワ

ークショップ会合に参加しており、同会

合で紹介された QMF の概念や IODE が重

視するポイント、我が国が導入する上で

考慮すべき事項を報告する。 

２．品質マニュアル（ISO9001） 

 QMFは、「対象」、「組織体制」「処理手続

き」等を規定し「品質マニュアル」とし

て文書化することにより、製品の品質を

管理・保証するものである。品質管理の

国際規格として ISO9001があり、IODEも

取得を推奨している。 

ISO9001 では組織の状況、リーダーシ

ップ、計画、支援、運用、実施状況の評

価、改善を 7つの原則として定めており、

それぞれの項目について文書化を実施す

る必要がある。 

３．IODEが重視しているポイント 

 IODE-QMFでは、ISO9001で求められて

いる７つの原則を実施するにあたり、「プ

ロセス手法」を重視している。 

プロセスとは、インプットをアウトプ

ットに変換するために資源（時間・人・

データなど）を使用する一単元の作業を

指し、プロセスの連続により作業行程を

明確化し、作業の品質を一定以上に保つ

管理の枠組みを作成する手法がプロセス

手法である。 

IODE-QMFでは、プロセスごとにプロセ

スオーナー（責任を持つ者）を設置する

ことにより、各作業での責任を明確にす

ることを求めている。 

そして、このプロセスを PDCAサイクル

に当てはめることにより、人やデータの

動きを可視化し、かつ、責任の所在をは

っきりさせることができるようになる。 

図：PDCAモデル ISO9001:2015 

 

４．我が国の導入にあたって整理すべき

ポイント 

 我が国では、データの処理やクウォリ

ティーチェックに関するルールは決めら

れマニュアルも整備されているところだ

が、各プロセスの明確化、プロセスオー

ナーの設置について今後整理・検討して

いく必要があり、同時に IODE-QMFが求め

ている ISO9001の７つの原則に沿った各

項目のドキュメントである品質マニュア

ルの作成を進めなければならない。 


